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った。2001 年には欧州議会でも追及権の導入が採択されている。EU 指令 2001/84/EC によ
って全加盟国には追及権制度創設義務が課され、EU 加盟国の拡大とともに、追及権は欧州
地域には広まっている。 
ベルヌ条約にもまた、追及権条項があり、第 14 条の 3 は追及権について規定している。
ベルヌ条約の規定は任意規定であり批准が義務化されてはいないものの、追及権について、
「著作者の享有する権利」であることを示した第 14 条の 3の意義は大きいといえるのであ
る。このように、EU 指令あるいはベルヌ条約への批准という意味合いにおいても、追及権
を自国の法制度に持つ国は世界中に広まり、2000 年の時点では、30 数カ国に過ぎなかった

















第 II 章では、フランスを中心に、追及権の沿革について述べる。 追及権という概念は、
19 世紀末にフランスで生まれている。1948 年にはベルヌ条約にも規定が盛り込まれるに至





































一つの調整規定としても、追及権の存在意義は重要なのではないかと考える。2009 年 6 月
に国会を通過した著作権法第 47 条の２の存在によって、追及権制度が今後、日本において
非常に重要な法制度となる。 
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